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研究成果の概要（和文）：多細胞生物の発生・形態形成では一群の遺伝子が協調して発現し、さまざまな生命現
象を制御している。したがって、細胞レベルで複数の遺伝子の発現を同時に検出し、遺伝子座間の協調性を解析
することは、発生・形態形成のメカニズムの解明には有効である。我々は体節原基で起こる同調した遺伝子発現
制御をモデル系として、1細胞内で複数の遺伝子の転写活性状態を定量する系を確立することを目指した。2種類
の遺伝子の転写状態を同時に1細胞の核内で検出することに成功した。また、組織レベルでは転写が活性化され
ている領域に、転写が活性化されていない細胞も存在することを見いだし、転写が確率的に起こっていることを
示唆することができた。

研究成果の概要（英文）：In development and morphogenesis of multicellular organisms, many genes are 
expressed cooperatively, thereby regulating cell growth, differentiation and movement, and forming 
functional tissues and organs. Thus, detecting several gene expression simultaneously in single 
cells and analyzing cooperativity between multiple genes are effective for revealing the mechanism 
of development and morphogenesis, which are regulated by gene networks. We aimed to establish a 
system for quantifying the transcriptional activity of multiple genes in single cells, using the 
synchronized gene expression that occurs in the primordium of somites as a model. We successfully 
detected transcriptional status of two genes in a single nucleus. We also showed that transcription 
occurs stochastically.
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研究成果の学術的意義や社会的意義
これまで高等生物の発生過程での遺伝子発現の解析は、組織レベルの解析がほとんどであり、1細胞ごとの転写
レベルの解析は技術的困難さからほとんどおこなわれていなかった。一方で特定の遺伝子の転写は1細胞あたり2
つの遺伝子座のみで起こる現象であるので、ゆらぎが大きい生命現象であることは認識されており、それを示唆
するデータも得られている。本研究では同じ転写制御を受ける遺伝子(synexpressions genes:同期発現遺伝子）
の1細胞内でのゆらぎを計測しようとする新しい研究である。つまり複数の同期発現遺伝子のゆらぎが同期して
いるか否かを明らかにしようとする新しい研究である。










